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子どもは3歳 か ら6歳 にかけて,徐 々に従属節

(ex.～ か ら,～ た ら)や 接続形(ex.だ からね)

を使ってひとつのまとまりのあるお話の流れを

表現す るようになっている。大石は,こ のよう

な発達の背景 として,複 数の情報を統合する認

知能力やワーキングメモリの発達,お よび接続

詞,接 続助詞,代 名詞などの初期的な談話技法

の獲得があ り,談 話技法の多 くは学童期に獲得

されると述べている。

　大石 はコミュニケーション言語と学習言語 を

対比的に説明 しているが,こ れ らはそれぞれ

「会話」 と 「語 り」 に該当す ると理解 してよい

だろ う。会話 と語 りの関係 については,秦 野

(2007)が,4歳 児 と5歳 児の語 りに関する自

らのデータの検討を通 して,語 りの成立に移行

する過程に会話との中間段 階をみてとることが

で きると考察 している。すなわち,語 りは会話

か ら分化すると考えられる。 もっとも,会 話と

語 りがどのようにつながってい くのか,そ の発

達過程のメカニズムについてはまだ解明されて

いない。岩田(2006)が 「外言が内在化 して内

言機能の形成 に至るといった図式で会話 とナラ

ティブの関係 を単純化 しす ぎることは必ず しも

適切ではないのではなかろうか」と指摘 してい

るとお り,今 後心の理論などの 「心の理解」発

達や自己の発達なども視野に入れなが ら会話 と

ナラティブの関係を多面的に検討する必要があ

るだろう。次の章で触れるように,ASD児 者に

対す る語用論的能力の支援実践においては,(ひ

とり)語 りではなく会話に関する支援が中心的

に行われている。 しか しながら,会 話 と談話が

密接 に関係 していることを考慮すれば,談 話に

関する支援 も行ってい く必要があると考えられ

る。

3.語 用論的能力の支援実践

　最後に,ASD児 者 を対象 とした語用論的問題

への支援の実践例 についてい くつか紹介 したい。

　斉藤(2008)は,高 機能PDD児 に対 してST

としての自身が行っている指導を紹介 している。

指導方法の手順は次の通 りである:(1)相 手へ の

関心 を引 き出すために,子 どもとSTが 経験 し

たことをそれぞれ作文する,(2)そ の作文を交換

して書かれた内容に関して質問を書 く,(3)そ の

質問文を交換 して,さ らにその質問に答えを書

きあう。斉藤によれば,PDD児 の質問内容は主

に知識を求めるための質問にとどまることが多

く,そ れは相手の経験への共感が薄いためと推

測 されることか ら,質 問のモデルを示すなどし

て改善をはかっているという。 また,斉 藤はよ

く行われる指導法 として,あ る場面の描かれた

絵 を見せて,登 場人物のせ りふを言わせた り書

かせたりする方法を紹介 している。PDD児 は登

場人物の内的状態の理解を誤るだけではなく,

場面の状況その ものの把握にも問題が見 られる

場合があることから,複 数の情報が存在する状

況のどこに注 目し,何 を手がか りとするかを要

素的に教えていく必要があるという。

　 山本 ・楠本(2007)は,自 閉症スペク トラム

障害の子どもにおいて会話が成 り立たないのは,

交互交替や役割に応 じた言語行動の獲得が難し

いことによる場合があるとして,会 話指導を取

り入れた次の2つ の実践例を紹介 している。

　 Chin&Bernard-Opitz(2000)は,3名 の高

機能自閉症児 を対象 に,「 会話の始め方」,「会

話中のや りとりの仕方」,「注意深 く聞く方法」,

「会話の話題を維持す る方法」,「会話の話題を

適切に変える方法」を指導した。その結果,会

話中の児童の会話 に対す る関心の量が指導 に

従って増加 し,会 話の内容に対 して適切な反応が

多 くなったという。また,Thiema㎜&Goldstein

(2001)は,自 閉症があり社会性に障害をもつ5

名の児童を対象 として,各 児童に2人 の同級生

を社会的パー トナーとして配置 し,視 覚的刺激

を用いた教示のもとで社会的コミュニケーショ

ンを行ってもらった。その様子はビデオで本人

にフィー ドバックされた。その結果,社 会的コ

ミュニケーションスキルが増加 し,指 導以外の

場面で も社会的行動の改善が認められたという。

　 高橋(2005)は,10名 の高機能PDD児(小 学5

年生か ら中学1年 生)の グループに対 して,

INREALに よるコミュニケーシ ョン ・ソーシャ

ルスキル支援の実践 を報告 している。高橋は,

そのグループにおける 「連凧作 り」の活動の一
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場面を分析対象 として取 り上 げ,分 析場面の

VTR録 画に基づ くトランスクリプ トに関して,

子 ども問の相互交渉 と援助者の援助内容につい

てミクロ分析 を行った。その分析 を通 して,援

助対象 とされた2名 の高機能PDD児 の発話にお

ける伝達効果が失敗 しやすい要因が 「誰に向け

て伝えているか」が弱いことにあること,そ れ

に対する援助者の丁寧で意図的な援助が援助対

象児の伝達を成功に導 きやすいことなどが示さ

れている。

　以上の実践例は,い ずれ もASD児 者の 「会話」

についての介入 を行うものであった。また,そ

のほとん どが小学校中学年以降の子 どもを対象

としていた。ASD児 者たちは,他 者とのコミュ

ニケーションにおいて互いの意図を確認 しなが

ら伝えあった り,話 題の前提を察知 して文脈を

維持 した り,発 話と状況を関連づけて捉えるな

ど,コ ミュニケーションの語用論的側面に大 き

な問題を持っている(大 井,2001,2004)。 した

がって,学 校等の集団生活において,同 年齢の

仲間との遊びや会話に参加することが難 しい。

この ことを踏 まえれば,言 語に よるコミュニ

ケーションが重要になって くる児童期以降にお

いて,会 話についての介入を行 う必要性 と意義

は大 きい。 しか しながら,会 話 と語 りが密接な

関係 を持つ ことを考慮すれば,会 話だけでなく,

語 りに関する介入 も視野に入れる必要があろう。

また,児 童期以前の子 どもに対 して語用論的能

力向上のために何に留意すべ きかについては,

上記の実践例 は示唆を与えていない。そこで,

この2点 については最後に 「全体的考察」の中

で検討する。

4.全 体的考察

　本稿では,ASD児 者 を対象 とする語用論的能

力向上のための支援について,「 会話」および

「語 り」の発達 という観点から検討 した。 まず,

定型発達の子 どもにおける会話の発達過程に関

する先行研究か ら,乳 幼児期に子どもの会話能

力は,子 ども自身の認知機能の発達に加 えて,

養育者による足場作 りに支えられながら展開し

てい くことが示された。また,幼 児期の後半に

会話か らモノローグとしての語 りが分化 しはじ

め,語 りの技法(談 話技法)の 多 くは児童期に

獲得されると考えられることがわかった。他方,

語用論的な問題を抱えるASD児 者に対する語用

論的能力の支援実践の報告は,ASD児 者の会話

についての介入を行 うものが中心であ り,語 り

についての介入は重視 されていないことがうか

がわれた。 また,会 話についての介入実践の報

告のほとんどは,小 学校中学年以降の子 どもが

対象であり,そ れ以前の年齢の子 どもに対する

支援報告が見られなかった。以上 を踏まえて,

本章では次の2点 について考察を加えたい:

(1)ASD児 者への語用論的能力向上のための支援

は,「会話」への介入のみでよいのか,(2)児 童

期以前の子 どもに対する語用論的支援のポイン

ト導まイ可かQ

　第1の 点について。本稿で取 り上げた実践例

は,い ずれもASD児 者の会話についての介入を

行うものであった。 しか しなが ら,ASD児 者の

中には,会 話場面において も,自 分の興味のあ

る話題(た とえば,ア ニメやゲームのキャラク

ター)に 関する(ひ とり)語 りに専念 し,し か

もその説明自体が主語 を欠 くなどしてわか りに

くいために,他 者に理解 されにくい者 も少なか

らず見 られる。そのようなASD児 者に対 して会

話場面を想定した トレーニ ングを行う場合,そ

の話のわか りにくさゆえに会話場面が停滞 し,

トレーニングが進展 しにくいことがある。また,

グループの会話場面での語用論的な支援プログ

ラムに比べて,談 話に関する支援 プログラムは

構造化 しやす く,ASD児 者にとって取 り組みや

すいという可能性が高い。また,談 話に関する

支援プログラムは,個 別指導で実施 しやすい と

いえる。ASD児 者においては,会 話能力の低さ

が仲間との交流における不適応 をもたらしやす

いことから,会 話能力の向上 を目指 した支援が

必要であることは確かである。しか しなが ら,

会話場面を設定 したプログラムに見 られる難点

や,談 話に関する支援プログラムのメリッ トを

考慮すれば,会 話のみでなく,談 話能力の向上

を目指 した支援 も必要だ と考 えられる。

　 また,上 記の実践報告のほとんどは,小 学校
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中学年以降の子 どもが対象 となっていた。会話

におけるルールを明示 しなが ら指導するという

実践 は,小 学校低学年以下の子 どもへの実施は

難しい面があるのかもしれない。秦野(2001,

2007)は,定 型発達の幼児の会話の発達過程を

論 じる中で,養 育者の足場作 りの重要性を指摘

していた。会話能力の向上を目指 した支援 にお

いては,対 象児者の年齢や発達の現状に合わせ

て,支 援方法を変える必要があるだろう。すな

わち,小 学校 中 ・高学年以降は会話のルールを

適宜指導 してい く方法でよいが,幼 児期,児 童

期初期の子 どもにおいては,定 型発達の子 ども

の会話の発達の様相 を参考に,対 象児の養育者

に会話の足場づ くりのポイントを指導 しなが ら,

日常生活の中で子 どもが会話 に参加 しやすい環

境づ くりをしてい くことが とりわけ重要である。
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